
輔人犬舎の鼠鏡.tの檀毘事項

1 エントリーについて
’夫禽0,).%，ントリー肱，．告と（.，.実禽掴圃申書Eするζと隠宅竃ない．
①コンポジション用紙の提出は第1試合は9時までに、第2試合以降は前の試合

の1セット終了までに本部（エントリー席）へ提出する。尚連続試合の場合は

試合終了後直ちに本部に提出する。

⑨キャ7テシ＠”にO聞を伺l:t6.
最大14名（遣手12名、リペロ 2名）まで，ユ＝フォームを着てペンチに入るこ

とができる。

但.，1 3名以」ヒ肱．必ずリペロを28丸れるζと．
③リベロプレーヤーはゲ｝ムキャプテン及びチームキャプテンにはなれない．

cJV A・入量・..にE・enτいない・手陣．実禽に．”するζとはで曾ない
·~量．制審．＠題字も聞・とする．

2 クイックモッパーについて
①部員が lS名以上いる場合はチームがクイックモッパーを用意する．服装は還手

と区別できるもの。待機場所は記録席脇とする．

②部員が 14名以内の場合はウォームアップゾーンから拭きに来る。た疋a.,:a.：フ
•-Ao.>土から値＠竃亭と..で竃るよ舎にTシ·~···周する．
③部員が6名とリベロ選手のみの場合は、コート内の選手が拭く．

業コートヲイピング＠鳳周隠コートに}J.－：，τいる竃亭＂＂・自治の Eに晶るタオル宅
鋸〈．

3 競技服装について
(1）アンダーウエアーに関して

①シヨ｝ツ・ハーフパンツの下からはみ出るようなスパッツの使用は、個人でも全

員が揃って使用している場合でも禁止する．但しはみ出ていない場合やハーフパン

ツやスパッツだけを全員が揃って着用することは許される。

②アンダーウエアーについても、上記同様はみ出してはならない．ただし、首もと

などやむを得ず見えてしまうものはチームで統一した色のものを着用すること。

③医療を目的としたサポーターや＝ーガードについては規則はないが明らかに色の

違う腰に帯状にまくサポータ一類はユニフォームの下に着用すること．

(2）リペロプレーヤーのユニフォームに関して

Jレールブック第6章第2項に従う．（ペストは不可）

業特にリベロプレ｝ヤーは他の競技者と対照的な色のユニフオ｝ムとありますが、

「対照的』の定義がされておりません。よって誰がみても区別ができるものを着用

して下さい。 (83包＠邑が••＞
審判が競技に支障があると判断した場合はユ＝フォームを交換してもらう場合もあ

る。



(3）ソックスについて
くるぶしが見える短いYックスは禁止する．またソックスの長さはチームで捕える

こと．

4 外部コーチ（監督）について
※承認願いを大会初日の9時までに本部に提出または提示するー

業尚外部指導者の場合は、傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保険）に必ず加入

することを条件とする。

難マネージャーは生徒のみとする．

5 開館時間並びに試合までの流れ
開館8時30分

8時30分～9時00分

9時00分～9時10分

9時10分～9時20分

9時20分～9時25分

9時30分

※試合聞は、 5分間とする。

練習を出来るのは第2試合固までのチーム．

指定された1/4のコートで行う。

第2試合目のチームがネットを優先する．

第1試合目のチームがネットを優先する。

第1試合目のチームのみの練習。

プロトコール開始

楽連続試合は15分間あけ、決勝は30分間あける．

6 使用球について
男子ミカサ（MVA300) 女子モルテン（V6M5 0 0 0) 

7 補助役員について
①第1試合目の得点・ラインズマンは3試合自のチームより 4名ずつ．

R2試合目以降に関しては、負けたチームより 8名。


